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序 文

愛媛県立医療技術短期大学は昭和 年 月に，第一看
護学科（ 年課程）・第二看護学科（ 年課程）・臨床検査
学科の つの学科を擁する短期大学として開学し，平成
年には専攻科（地域看護学専攻・助産学専攻）を開設し

た。看護学科では，豊かな人間性を養うとともに看護に関
する専門的知識と技術を修得させ，創造的，科学的に看護
を実践していく能力を備えた看護師を養成するという教育
目的のもと，次の つの教育目標があった。 総合保健
医療の立場から，多面的に人間を理解できる能力を養う。
人間の健康状態の向上を目的とし，各対象の必要と

する看護の援助ができる基礎的能力を養う。 地域社
会における看護の必要性を認識し，保健医療チームの一
員として，看護の役割を果たす能力を養う。看護学科で
は，これらの目的・目標を掲げ， 年課程と 年課程の
つのコースで教育が行われていたが，平成 年 月に
は平成 年度専攻科学生の修了により閉学することと
なった。閉学までの 年間に 名の看護師，保健師，
助産師，臨床検査技師を輩出し，愛媛県内外の保健医療
福祉の分野において職責を果たすことができる人材を育
成してきたと自負している。
近年，看護系大学は全国で 校に増加し，看護教育も
大学化，さらには大学院へとより高度化してきている。
医療の高度化・複雑化に対応する看護職の養成機関であ
る看護基礎教育に求められる役割は重要である。他大学
においても，短期大学から大学へと移行し，専門職者と
しての自立やキャリアアップについて短期大学の果たし
た役割を明らかにするために卒業生の動向を調査し報告
している ）。愛媛県立医療技術短期大学も，平成 年に
は卒後教育の充実と短期大学教育発展への手がかりを求

めて，卒業生・修了生の実態調査報告書を作成した ）。平
成 年は当短期大学の教育成果の評価を行うにあたり，
卒業生を対象に，臨床看護実践能力が卒業後 年間でど
のように変化するのかに関して，リーダーシップ，クリ
ティカルケア，教育 協働，計画 評価，対人関係 コミュ
ニケーション，専門能力開発の カテゴリーについて，
自己・他者の両側面からその実態を調査した結果 ），自己
評価・他者評価ともに経年で上昇しており，卒業生の専
門職としての成長がうかがわれた。また，短期大学教育
の役立ち感を聞いたところ， 臨地実習の経験 や 友人
関係 看護専門科目の学習 で役立ち感が高かった ）。
そして，平成 年度には愛媛県立医療技術大学を開学し
た。短期大学時代でのこれら長い歴史と伝統は愛媛県立
医療技術大学へと引き継がれていくものと考える。
そこで短期大学時代の役割を終えて教育課程を閉じ四年
制に移行するにあたり，看護学科卒業生の職業定着状況や
職歴移動，職業意識の実態把握を行ったので報告する。

方 法

．研究対象 看護学科卒業生 名
（内訳） 年課程 名， 年課程 名

．調査期間 平成 年 月 日 月 日
．調査方法 郵送留め置き法による自記式質問紙調査
．調査内容

基本属性 年齢 学科 卒業年 出身地（県内 県外）
職業定着状況 現職の有無 勤務場所 離職理由 再
就職意志
職務満足 業務 自律 環境 人間関係 給料への満足

について独自に質問項目を作成した。職務満
足については 段階（ 点 大変満足している 点
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ほとんど満足していない）で評定を求めた。
．倫理的配慮 プライバシーを保護するために無記名
とする。また研究への参加は自由であること，調査内
容は研究目的以外には使用しないこと，個人の特定は
しないこと 調査用紙は研究終了と同時に破棄するこ
と アンケートの回答をもって同意とすること等，本
研究の趣旨と目的を記入した用紙を同封し倫理的配慮
につとめた。また研究者の所属組織の研究倫理委員会
の承認を得た。
．関係者協力 卒業生への配布は，愛媛県立医療技術
短期大学同窓会である木蓮会の理事会で趣旨と目的を
説明し，調査の協力を求めた。理事会での承認後，卒
業生に配布した。同窓会に現住所の登録のない卒業生
は大学事務局の協力によって，入学時の保護者の現住
所に調査票の郵送を依頼した。
．用語の定義 医療系 とは看護師助産師保健師のい
ずれかの資格を活かして従事している職業分野全般の
ことを言う。また，産前産後・育児休暇中の場合も就
労に含めた。

結 果

．対象者の概要

看護学科卒業生 名のうち現住所に郵送できたのは
名であった。回答数は （回収率 ％），有効回答

数は であった。 年課程は 名（ ％）， 年課程
は 名（ ％）であった。年齢別では 歳 名
（ ％）， 歳 名（ ％）， 歳 名
（ ％）， 歳以上 名（ ％）であった（表 ）。その
うち，既婚者は 名（ ％），未婚者は 名（ ％），
その他 名であった。愛媛県内出身者は 名（ ％），
県外出身者は 名（ ％）であった。

．職業定着状況

現在，医療系に勤務している人は 名（ ％）で勤務
していない人は 名（ ％）であった。年齢別に職業定
着状況をみると， 歳 名（ ％）， 歳 名
（ ％）， 歳 名（ ％）， 歳以上 名（ ％）
であった（図 ）。また，既婚・未婚別の職業定着状況は，
既婚者は 名（ ％），未婚者は 名（ ％），その他
名であった（表 ）。

勤務形態は正規職員が 名，臨時・パート職員が
名であった。勤務体制は 交代制が 名（ ％），
交代制が 名（ ％），日勤のみが 名（ ％）であっ
た（図 ）。勤務体制別に子供のいる割合を見ると， 交
代制が ％， 交代制が ％，日勤のみが ％，
パート勤務が ％であった。

学科別や出身地別で職業定着状況を比較したが，違い
はみられなかった。

表 対象の概要人数 （ ）内は％

人 数 歳 歳 歳 歳以上

年
課程 （ ）

年
課程 （ ）

合 計 （ ） （ ） （ ） （ ）

図 就職率（年代別）

表 婚姻による就職状況 （人数）

就 職 中 離 職 中 合 計

未 婚

既 婚

そ の 他

合 計

図 勤務体制



．医療系分野での就労状況

現在，医療系に勤務している 名の勤務先は ％
が病院で，他に，保健所・診療所・看護系教育機関など
で働いていた（図 ）。病院の規模は 床 ％が
最も多く，次いで 床 ％， 床 ％，
床以上 ％であった（図 ）。さらに，病院の規模に

よる卒業生の就労形態を表 に示す。
勤務所在地は愛媛県内が 名（ ％），県外が 名

（ ％），その他 名であった。現在，医療系で働いてい
る愛媛県出身者 名が県内で働く割合は ％，県外出
身者 名が愛媛県内で働く割合は ％であった（図 ）。

週間あたりの平均的な時間外労働時間は なし
名， 時間以内 名， 時間 名， 時
間 名， 時間以上 名であった（表 ）。また病
床別にみた 週間あたりの平均的な時間外労働は 時
間以上 では 床未満の病院では 名 床の病
院では 名， 床以上の病院では 名であった（表 ）。

図 現在の就職施設

図 勤務先の病院規模（病床数）

表 病院の規模による卒業生の就労形態 （人数）

就労形態 病床数 以下 以上 合 計

正職員

三 交 代

二 交 代

日勤のみ

そ の 他

小計

臨 時

三 交 代

日勤のみ

そ の 他

小計

（無回答を除く）

図 愛媛県内外出身者の定着率

表 週間あたりの平均的な時
間外労働

合 計

な し

時間以内

時間

時間

時間以上

無 回 答

合 計



図 職務満足平均値

表 病床別にみた 週間あたりの平均的な時間外労働 （人数）

時間 病床数 以下 以上 合 計

な し

時間以内

時間

時間

時間以上

無 回 答

合 計

表 医療系勤務者の職位と病院の規模 （人数）

職位 病床数 以下 以上 その他

管 理 者（看護師長）

中間管理職（副 師 長）

ス タ ッ フ

合 計

管理者（看護師長を含む）・中間管理職（副師長を含む）
に就いている卒業生は 名であった。病院の規模による
病院勤務者の職位を表 に示す。

．現就労者の職務満足

職務満足では， 業務量 給料 福利厚生 研修制
度 で低い得点を示した。 同僚や上司・他職種との人
間関係 職位 やりがい感 などでは高い得点を示し
た（図 ）。図 に職務満足の内訳を示す。やや不満足・
不満足が多かったのは 業務の量 給料 勤務時間 休

暇に関する制度 の順であった。 職位 では， どちら
でもない が多かった。

．現就労者の職歴移動と職業継続意思

現在，医療系で働いている 名のうち 名（ ％）
は，勤務先を変更することなく職業を継続していた（表
）。その理由は 地元だから 公立だから が多かっ
た。さらに， 勤務年数が短い 辞める理由がない 自
分の未熟さ 他にいいところがない 転職への不安・
恐れ があった（表 ）。



図 職務満足内容

図 現在，就職中の卒業生の今後の予定

表 年齢別にみた職歴移動 （人数）
勤務変更の有無 年齢 歳 歳 歳 歳以上 合 計

な し

あ り

（内訳） 回

回

回

回

回

不明

（無回答を除く）

表 今の職場で働き続ける理由 （人数）

合 計
地元だから
公立だから
能 力
給 料
休 暇
場 所
看護の質
勤務年数が短い
辞める理由がない
職場環境の良さ
自分の未熟さ
他にいいところがない
転職への不安・恐れ
きっかけの無さや面倒な気持ち
職場からの引止め
前向きな志向
家 族
生活のため

合 計

卒業生 名のうち ％が転職を経験していた。転
職回数の平均は 回で，初めての就職から転職ま
での期間は平均 年であった。また，転職の時期
は，卒業生の ％が 年目以内に勤務変更をして
いた。 年以内の勤務変更は ％であった。退職
理由には 結婚 や 出産・育児・進学 他にやりた
いことがある 適性に疑問 という理由があった。
現在，医療系で働いている人の今後の予定は 現在の
勤務先での仕事を継続予定 ％であった。 離職や
非医療系への転職を考えている では約 ％いた（図 ）。



．職業選択に関する要因

）卒業時の選択理由
卒業時，最初の就職先を決定する最大の理由（複数
回答）は 地元であること ％， 国公立である

％，看護の質 ％，休暇がある ％であっ
た。また， 自分の意欲や方向性との合致 キャリア
アップの一段階 という意見もあった（表 ）。

）再就職時の選択理由
転職経験のある卒業生 名のうち現在就業中の

名が再就職の際に重視したことは 家族や知人の勧め
％， 地元だから ％， 看護の質 ％で

あった（表 ）。また， 子育てや結婚生活が維持でき
ること ， 自分の専門性や志向と合うか 勤務体制
などの条件が合うか という意見があった。

表 再就職時に職場選択した理由 （人数）
合 計（％）

家族・知人の勧め （ ）

地元だから （ ）

看護の質 （ ）

休暇制度 （ ）

能力 （ ）

子育てや結婚生活が維持できること （ ）

自分の専門性や志向と合うか （ ）

勤務態勢などの条件が合うか （ ）

給料 （ ）

場所 （ ）

公立だから （ ）

マスコミ （ ）

その他 （ ）

．現在，離職中の卒業生の現状

現在，離職中の卒業生は 名（ ％）であった。離
職中の卒業生の子供の末子年齢は 歳未満 ％，
歳は ％， 歳は ％， 歳以上は ％で

あった（表 ）。
現在，離職中の ％は 医療系への再就職 を考え
ていた。また，再就職の意思のない卒業生は ％いた
（図 ）。

考 察

．職業定着状況

今回調査した卒業生の ％が看護師・保健師・助産
師のいずれかの資格を生かして医療系分野で働いてい
た。年齢別にみると 代前半で就労率が一旦低下してい
るが， 代後半で上昇し， 割近くが就労している。結
婚後も ％の卒業生は医療職に従事していた。卒業生
は看護師といった職業柄女性が多い。性役割を考えると
歳代から 歳代は結婚・妊娠・出産・育児というライ
フイベントの時期である。西浦ら ）の神戸市看護大学短

表 現在離職中の子供の末子年齢 （人数）

合 計（％）

歳未満 （ ）

歳 （ ）

歳 （ ）

歳以上 （ ）

不 明 （ ）

合 計

表 卒業時就職先を選択した理由 （人数）
合 計（％）

地元だから （ ）

国公立である （ ）

看護の質 （ ）

休暇制度 （ ）

住みたい場所 （ ）

自分の能力に合う （ ）

家族の勧め （ ）

給料 （ ）

病院の規模や労働条件の良さ （ ）

マスコミ （ ）

自分の意欲や方向性との合致 （ ）

キャリアアップの一段階 （ ）

実習での体験 （ ）

奨学金 （ ）

合格したから （ ）

設備 （ ）

その他 （ ）

無回答 （ ）

合 計

図 現在，離職中の卒業生の今後の予定



期大学部の卒業生を対象とした研究でも 歳の就業
している割合が低くなっており，同様の結果が得られた
と言える。
また，初めての就職から転職する期間は 年だった。

日本看護協会が行った 年看護職員実態調査 ）では，
離職までの平均就業期間は ヶ月であった。主な離職
理由には 進学・出産・結婚・勤務時間がながい こと
があり，今回の調査と同様のことが言える。卒業生は，
この調査結果より就業期間は長くなっているが， 歳後
半から 歳前半に一旦医療職を退職し，また子育てが落
ち着いた 歳後半頃に再就職をするといったことが考え
られる。勤務体制別にみた子供のいる割合では日勤・パー
ト勤務が多かったことから，子育て中の看護職は日勤・
パートを選択していると言える。卒業生は，結婚・出産
後も働き続けるといった，専門職としてキャリアアップ
を重ねている現状があった。

．医療系分野での職業継続意思と職務満足

現在，医療系で働いている卒業生の約 ％が，勤務先
を変更することなく職業を継続していた。その理由は 辞
める理由がない ほかにいいところがない であった。
否定的な意見が多くある一方で， 勤務年数が短い 自
分の未熟さ など，看護師として成長過程にあるなかで，
看護師としての自立を目指した意見もみられる。再就職
先も医療系を選択したいと考えている人が多かった。藤
原ら ）の研究でも転職を含めた継続就労希望者は 割い
た。卒業生も資格を生かした職業を継続したいと考えて
いることがわかる。
市江ら ）が卒業生の職場の満足度を調査した結果で

も，人的環境よりも労働環境という点で満足度が低い傾
向であった。当短期大学卒業生も，看護職としてのやり
がいや看護の自律度は高かったことから，専門職として，
自律性を保ちながら職業を継続していることが考えられ
る。しかし，病院に勤務するスタッフ職のうち ％は
交代制または 交代制で働いている。病床数が増加す
るほど，時間外勤務が多い傾向が見られた。 年看護
職員実態調査 ）でも，医療の高度化や在院日数短縮によ
り看護業務の密度が高まる中で，依然厳しい労働環境に
おかれている実態が明らかになっていたように，看護職
として労働環境に不満足感をもっていることがわかる。
また， 名の中間管理職を合わせると，管理職経験者
が 名いた。職位に対する満足の平均値は高く，不満足
は少なかったが， どちらでもない が多くみられる。
当短期大学が初めての卒業生を送り出してから，約 年
経過している。経験を重ねた卒業生が増加して，今後も
さらに活躍していくなかで，管理職経験者が増加してい
くことが考えられる。

．職業を選択する理由

卒業時，就職先を選択する理由に，半数には届かない
が， ％と地元志向が強くみられた。現在の勤務先所在
地も， ％が愛媛県内であった。現在，医療系で働い
ている ％の卒業生は，勤務先を変えないで仕事を継
続していたことから考えると，地元志向が強いと言える
県民性はあるが，特に，愛媛県内の保健医療福祉の分野
において職責を果たすことができる人材を育成してきた
と言える。これは設置主体が県である短期大学にとって
地域貢献の役割を果たしていることがわかる。また，勤
務先を変えないで継続していくことは，職場を数ヶ月で
転職するより，経験を重ねることができ，看護職として
自立することにもつながっていくと考えられる。学生時
代の進路指導時に，その人にあった職場選びが重要であ
ると言える。
再就職の際に重視したことは，家族や知人の勧め 地
元だから 看護の質 であった。また， 子育てや結婚
生活が維持できること ，自分の専門性や志向と合うか
勤務体制などの条件が合うか という意見もあった。
卒業時は，看護の質や，住みたい場所等を優先していた
が，再就職の際は，家族との生活を尊重しながらではあ
るが，そのなかでも看護職を継続していくための条件を
探しながら，キャリアを生かしていると考えられる。
現在，離職中の卒業生のうち， 歳未満の子供のいる
割合は ％であった。離職中の卒業生の約 ％は 医
療系への再就職 を考えていたことからも職業継続して
いく意思がある卒業生は多いと言える。
今後は，職業継続または再就職の意思がある卒業生に
必要な支援に関する調査のほか，ライフイベントをきっ
かけとした長期離職の回避，キャリアを活かしたワーク
ライフ バランスの実現に向けて，愛媛県立医療技術大
学が果たすべき役割を検討する必要があると考える。
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要 旨

本研究は愛媛県立医療技術短期大学看護学科卒業生の
動向を調査することによって，職業定着状況や職業継続
意思を明らかにすることを目的に行った。研究方法は郵
送による自記式質問紙法で行い，回収率は ％であっ
た。現在，医療系に勤務している人は で，勤務し
ていない人は であった。医療系で働いている

は勤務先を変更することなく職業を継続してい
た。今後，現在の勤務先で仕事を継続予定の人は ％
であった。また，卒業生の ％が転職を経験していた。
平均転職回数は 回であった。現在，離職中の
％は医療系への再就職を考えていた。卒業時，就職

先を決定する理由は 地元であること 国公立である
看護の質 休暇がある であった。転職経験のある卒
業生が再就職の際に重視したことは 家族や知人の勧め
地元だから 看護の質 であった。
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